
あなんカルチャー

とある国の殿さまに唐の国からおくられたのは…。
大きなからだのゾウ、“ 九郎衛門 ” がわたしたちに
教えてくれる「優しい心」や「勇気」。
あたたかなストーリーをお楽しみください。
日時　11月21日㈯ 　18:00開演（予定）
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　【全席指定】

Ｓ席　 4,500円
Ａ席　 4,000円
車椅子席 　4,000円
親子席　 4,000円
補助席 3,000円

※3歳未満の方は入場はご遠慮ください。
チケット発売日　9 月 12 日㈯　8:30 ～

※電話での受付は10:00～
チケット販売場所　情報文化センター
※購入枚数は、１人１回につき５枚まで
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 劇団四季ファミリーミュージカル
　 「むかしむかしゾウがきた」チケット発売！

小さい子どもから大人まで幅広く楽しめるアニメソ
ング、クラシック、演歌などをお楽しみください。
日時　10月17日㈯ 　14:00開演（予定）
場所   コスモホール（情報文化センター）　
入場整理券配布開始日　9月17日㈭
配布場所　情報文化センター、文化会館、市民会館、

各住民センター、各市立図書館ほか
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ あなんオータムコンサート
　 「陸上自衛隊音楽隊演奏会」

第44回阿南市文化祭が、10月22日㈭～11月10日㈫
に開催されますのでご出品ください。
美術展作品
出品資格者　市内在住・出身または市と関係の深い
方。（ただし小・中学生は出品できません）
作品の規格　額装には、ガラスを用いないこと。
■日本画…６号～50号で、額装か表装（アクリルも不可）
■洋画…６号～50号で、額装（50号は縦額のみ）
■書道…半切以下で表装か軸仕立て（縦額のみ）
■写真…半切から全紙まででフスマ張り
■彫塑・工芸・デザイン…１ｍ×1.5ｍ未満、高さ
１ｍまでで、展示にふさわしいように仕立てること。
出品点数　原則１人１点（ただし、写真、彫塑・工
芸・デザインは２点まで可）
会費・出品料　市の美術協会会員は不要。初めて出
品される方は、会費と入会金の2,500円が必要です。
作品の受付・搬入場所と日時　文化会館　研修室
10月25日㈰　9:30～12:00のみ
俳句・短歌作品
出品点数　・俳句…当季（秋）雑詠２句
　　　　　・短歌…１首
※俳句、短歌ともに未発表のものに限ります。
出品方法　はがきに住所、氏名、電話番号を記入の
うえ、俳句・短歌ともに９月11日㈮までに、文化振
興課［俳句係］または［短歌係］までお送りください。
出品・問い合わせは　〒 774-0030　富岡町西池田
135 番地 1　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 阿南市文化祭　出品作品の募集

セ
ン
タ
ー

科
学

特
別
観
望
会「
冥
王
星
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
」（
有
料
・
申
込
不
要
）

　

探
査
機
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
イ
ズ
ン
ズ
に
よ
っ
て
観

測
さ
れ
、
今
話
題
と
な
っ
て
い
る
冥
王
星
の
観

察
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
冥
王
星
の
明
る
さ

は
14
等
級
、
大
型
望
遠
鏡
で
も
ぎ
り
ぎ
り
見
え

る
か
ど
う
か
の
明
る
さ
で
す
。

日
時　
９
月
13
日
㈰　

午
後
７
時
～
９
時

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
悪
天
候

の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

毎
週
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後
２

時
20
分
～
実
施
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場
（
無
料
）

　

簡
単
で
楽
し
い
子
ど
も
向
け
の
科
学
工
作
を

中
心
に
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
程

９
月
21
日
㈷　
ス
ト
ロ
ー
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で
遊
ぼ
う

９
月
22
日
㉁　

飛
ば
そ
う
紙
飛
行
機

９
月
23
日
㈷　

紙
コ
ッ
プ
で
作
る
不
思
議
な
ニ

ワ
ト
リ

実
施
時
間　
各
日
と
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時

参
加
方
法　
当
日
、
実
施
時
間
内
に
科
学
セ
ン

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・
要
予
約
）

　

毎
週
土
曜
日
の
夜
間
、
大
型
望
遠
鏡
を
使
っ

た
夜
間
観
望
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実
施
日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
７
時
～
、
午

後
８
時
～
、
午
後
９
時
～
（
１
日
３
回
）

※
悪
天
候
時
は
中
止
し
ま
す
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（無

料
）

　

毎
週
土
・
日
・
祝
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、

３
時
～
実
施
。
投
映
時
間
は
約
30
分
。
内
容
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

９
月
の
休
館
日

７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
24
日
㈭
、
28
日
㈪

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
104

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

お
公
家
さ
ん

　

京
都
御
所
に
清せ

い
り
ょ
う
で
ん

涼
殿
が
あ
る
。
こ
こ
に

上
が
れ
る
の
は
従
五
位
下
以
上
に
叙
せ
ら

れ
た
者
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
者
を
殿て

ん

上じ
ょ
う
び
と人・
堂ど

う
じ
ょ
う上
と
い
う
。
ま
た
、公く

家げ

と
い
う
。

昇
殿
で
き
な
い
者
を
地じ

下げ

（
人
）
と
い
う
。

　

明
治
二
年
、
華
族
制
度
が
施
行
さ
れ
た

時
、
諸
侯
（
旧
大
名
）
二
八
五
家
・
公
家

一
四
二
家
が
列
せ
ら
れ
た
。

　

江
戸
時
代
、
朝
廷
は
幕
府
の
支
配
下
に

お
か
れ
、
三
万
石
を
与
え
ら
れ
た
。

　

当
時
、
朝
廷
の
仕
事
は
国
家
安
全
と
五

穀
豊
穣
を
祈
る
宗
教
的
行
事
を
行
う
こ
と

だ
っ
た
。
叙
位
・
任
官
な
ど
も
幕
府
の
申

請
に
判
を
押
す
だ
け
だ
っ
た
。

　

公
家
と
言
え
ば
、
美
し
い
着
物
を
着
て

外
出
の
時
に
は
牛ぎ

っ

車し
ゃ

に
乗
る
姿
を
想
像
す

る
が
、
こ
れ
ら
は
一
部
の
人
た
ち
だ
け
で

あ
る
。

　

給
料
（
禄
高
）
で
見
る
と
分
か
り
や
す

い
だ
ろ
う
。
最
高
は
五
摂
家
の
九
条
家
で
、

二
〇
四
二
石
、
五
摂
家
筆
頭
の
近
衛
家
で

一
七
九
〇
石
、
鷹
司
家
は
一
〇
〇
〇
石
。

五
摂
家
で
す
ら
徳
島
藩
の
中
老
（
家
老
の

下
）
格
程
度
で
あ
る
。

　

寛
文
五
年
、
公
家
数
一
一
四
家
。
こ
の

内
名
の
知
ら
れ
た
家
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

か
っ
こ
内
は
禄
（
石
）
高
。
西
園
寺
（
五

七
九
）、久こ

我が

（
七
〇
〇
）、日
野
（
一
〇
三
）、

烏
丸
（
一
九
五
）、
中
山
（
二
〇
〇
）、
正

親
町
三
条
（
三
一
〇
）、
白
川
（
二
〇
〇
）、

岩
倉
（
一
五
〇
）、
冷れ

い

泉ぜ
い

（
三
〇
〇
）、
姉

小
路
（
二
〇
〇
）、
武
者
小
路
（
一
三
〇
）。

　

公
家
一
一
四
家
の
う
ち
新
家
二
一
家
は

家
禄
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
下
流
に
な

る
と
二
七
家
は
三
〇
石
三
人
扶
持
だ
っ
た
。

　

テ
レ
ビ
時
代
劇
で
お
な
じ
み
の
町
奉
行

所
を
見
て
み
よ
う
。
奉
行
は
旗
本
で
三
〇

〇
〇
石
高
。
奉
行
所
の
中
間
管
理
職
で
あ

る
与
力
は
二
〇
〇
石
。
二
〇
〇
石
も
ら
っ

て
い
て
も
旗
本
で
は
な
い
。
だ
か
ら
「
殿

様
」
と
は
呼
ば
れ
な
い
。
旦
那
様
と
呼
ば

れ
た
が
、つ
い
で
に
書
け
ば
妻
は
「
奥
様
」

で
あ
る
。
奉
行
所
の
実
務
を
執
る
の
が
同

心
。
三
〇
石
二
人
扶
持
で
あ
る
。
し
か
し
、

与
力
・
同
心
の
中
に
は
一
〇
〇
〇
石
取
り

同
様
の
生
活
を
し
て
い
た
者
も
い
た
。
公

然
と
ワ
イ
ロ
を
取
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

天
皇
の
前
へ
出
ら
れ
る
公
家
の
う
ち
二

七
人
が
町
奉
行
同
心
と
同
じ
給
与
だ
っ
た
。

記
録
に
よ
る
と
公
家
の
中
に
は
真
冬
に
蚊

帳
を
か
ぶ
っ
て
ふ
る
え
と
っ
た
者
が
あ
る
。

家
族
が
多
い
と
食
う
に
食
わ
れ
ず
で
着
た

切
り
ス
ズ
メ
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
世
の
中
は
よ
く
し
た
も
の
で

家
職
の
あ
る
家
も
少
な
く
な
い
。
出
勤
し

て
も
ほ
と
ん
ど
仕
事
が
な
い
か
ら
家
職
に

精
励
で
き
る
。

　

家
職
に
よ
る
収
入
の
差
は
大
き
い
が
、

以
下
、
何
件
か
を
紹
介
し
よ
う
。

　

白
川
・
吉
田
（
神
祇
伯
）、
二
条
・
冷
泉
・

飛
鳥
井
（
和
歌
）、
高
辻
・
坊
城
（
文
章

博
士
）、
清
水
谷
・
持
明
院
（
能
書
）、
綾

小
路
・
四
辻
（
神
楽
）、
四
辻
・
大
炊
御

門
（
楽
・
和
琴
）、
伏
見
・
西
園
寺
（
琵
琶
）、

徳
大
寺
・
久
我
（
笛
）、
花
山
院
・
清
水

谷
（
笙し

ょ
う

）、
綾
小
路
（
シ
チ
リ
キ
）、
飛
鳥

井
・
難
波
（
蹴け

鞠ま
り

）、
三
条
・
山
科
（
装
束
）、

安
倍
（
陰
陽
道
）、清
原
・
中
原
（
外
記
・
史
）。

　

右
は
一
例
だ
が
、
家
に
よ
っ
て
収
入
の

差
は
大
き
い
。
た
と
え
ば
白
川
家
・
吉
田

家
は
神
主
に
位
を
与
え
る
家
で
、
権
威
は

高
く
収
入
も
多
い
。
吉
田
官
位
に
つ
い
て

は
い
ず
れ
ふ
れ
た
い
。

　

現
在
の
家
元
制
度
や
類
似
制
度
を
念
頭

に
お
い
て
読

む
と
理
解
し

や
す
い
だ
ろ

う
。（終

わ
り
）
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